
1

ウネナシトマヤガイの確認状況
潮間帯生物の定量採取・分析で、１工区の低潮帯においてウネナシトマヤガイ

（千葉県レッドデータブック記載種，ランク：A）の生貝１個体を確認した。

ウネナシトマヤガイ
（千葉県レッドデータブック記載種，ランク：A）

確認箇所
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確認箇所は、1工区測線上
低潮帯で1個体である。

潮間帯動物の出現種数（魚類含む）
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春季 夏季 冬季 春季 夏季 冬季 春季 夏季 冬季 春季 夏季 冬季 春季 夏季 冬季 春季

施工前 約1ヵ月後 約5ヵ月後約8ヵ月後 約1年後 約1年
5ヵ月後

約1年
8ヵ月後

約2年後 約2年
5ヵ月後

約2年
8ヵ月後

約3年後 約3年
5ヵ月後

約3年
8ヵ月後

約4年後 約4年
5ヵ月後

約4年
8 ヵ月後

出
現
種
類
数

高潮帯

中潮帯

低潮帯

１工区１工区 護岸部潮間帯への生物の着生状況護岸部潮間帯への生物の着生状況 ①① 種類数種類数

１工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ライントランセクト法） 種類数／0.25㎡
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捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

7.0 5.8126.47.810.1DO(mg/L)

16.911.217.912.914.312水温(℃)

（1）（0）（1）（1）（0）(3）(うち魚類)

6 107998低潮帯

647363中潮帯

444644高潮帯

(石積護岸）(直立護岸)観察場所

H23.4H22.4H21.4H20.4H19.4H18.3

約4年8ヵ月後約3年8ヵ月後約2年8ヵ月後約1年8ヵ月後約8ヵ月後施工前施工後
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マガキ 海綿動物門 尋常海綿綱 カンザシゴカイ科 タテジマフジツボ コウロエンカワヒバリガイ ホウキムシ科

１工区における潮間帯動物の定着状況（低潮帯）※魚類は除く。
個体数／㎡
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群れで確認
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出現状況を
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（時期は下
グラフの横
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5ヵ月後

1年
8ヵ月後

2年後 2年
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１工区における潮間帯動物の定着状況（中潮帯） 個体数／㎡
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個体数／㎡１工区における潮間帯動物の定着状況（高潮帯）
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１工区における潮間帯１工区における潮間帯植物の定着状況の定着状況

高潮帯 高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。
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その他 ～2工区(No.46)～
（施工後約3年8ヵ月）の状況

中中潮帯付近のマガキ潮帯付近のマガキの着生状況の着生状況
27

昨年春季調査(H22年4月)と比較して、
フジツボ類が高被度となった他は、

ほぼ同様の出現状況であった。

高高～中～中潮帯潮帯の石の表面にの石の表面に
高被度で付着するイワフジツボ高被度で付着するイワフジツボ

高潮帯～低潮帯の石積み間
隙で確認されたイボニシ

捨石のり先捨石のり先付近の付近のカキ殻間隙カキ殻間隙
で確認されたチチブ属で確認されたチチブ属

２工区２工区 護岸部潮間帯への生物の着生状況護岸部潮間帯への生物の着生状況 ①① 種類数種類数

２工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ライントランセクト法）

種類数／0.25㎡

2828

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸（現在は中詰め捨石）

※種類数には魚類を含む。

8
(1)

4

5

春季
H22年4月

約2年
8ヵ月後

6
(2)

6
（3）

7

夏季
H22年9月

約3年後

3
(0)

6

3

冬季
H23年1月

約3年
5ヵ月後

春季
H23年4月

冬季
H22年1月

夏季
H21年9月

春季
H21年4月

冬季
H21年1月

夏季
H20年9月

春季
H20年4月

冬季
H20年1月

夏季
H19年8月

11
(1 )

8

7

約3年
8ヵ月後

7
(0)

5

4

約2年
5ヵ月後

7
（2）

7
（1）

6

約2年後

3
（0）

6

5

約1年
8ヵ月後

6
(0)

3

5

約1年
5ヵ月後

10
(5)

4

7

約1年後

(石積護岸：中詰捨石)
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２工区における潮間帯動物の定着状況（低潮帯）※魚類は除く。 個体数／㎡
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２工区における潮間帯動物の定着状況（高潮帯）
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２工区２工区における潮間帯における潮間帯植物の定着状況の定着状況

高潮帯 高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。
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その他 ～乱積み施工部～
（施工後約３年８ヵ月後）の状況

高潮帯の石積み表面に付着する
タマキビガイ、フジツボ類

33

石積みのり先砂底域で確認され石積みのり先砂底域で確認され
たサルボウガイたサルボウガイ

中潮帯付近の石積みで確認された中潮帯付近の石積みで確認された
アメフラシアメフラシ

冬季調査(H23年1月)と比べて、イ
ワフジツボの被度が高くなった他は

ほぼ同様の出現状況であった。

中中潮帯潮帯付近付近ののマガキのマガキの
着生状況着生状況

その他 ～L-2（測線No.58）～
（施工後約2年10ヵ月）の状況

H20年6月に施工：冬季調査(H23年1月)と比べて、石積み部の
潮間帯動物の出現種類数が多く、マガキの被度は若干高かった。

高潮帯の石表面に高潮帯の石表面には、イワフジツボ、は、イワフジツボ、タタ
マキビガイ、マキビガイ、マガキが確認された。マガキが確認された。

中潮帯の中潮帯の石表面に高被度で付着するマガキ石表面に高被度で付着するマガキ

低潮帯付近では、マガキ、スジエビ属、低潮帯付近では、マガキ、スジエビ属、
ケフサイソガニおよび魚類のチチブ属などが確認されたケフサイソガニおよび魚類のチチブ属などが確認された 34
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流出防止工

① 地形測量測量結果

地形測量測線

40cm程度
地盤が低下

20cm程度
地盤が上昇

砂付け試験箇所における１年７ヵ月間の横断面変化

A.P.+1 .66m

13.1m

勾配
約

1:11

A. P.+0. 73m
流出防止工直下
A.P.＋0 .06m

置き砂先端
A. P.＋0.17m

2.9m

勾
配

約
1:3.

4

約1ヵ月後：H21年7月22日撮影

1 .5m

A.P.+0.61m

撮影時刻の潮位

A.P. +0.04m程度（気象庁・東京晴海の予測潮位）

A.P.+1 .66m

13.1m

勾配
約

1:11

A. P.+0. 73m
流出防止工直下
A.P.＋0 .06m

置き砂先端
A. P.＋0.17m

2.9m

勾
配

約
1:3.

4

約1ヵ月後：H21年7月22日撮影

1 .5m

A.P.+0.61m

撮影時刻の潮位

A.P. +0.04m程度（気象庁・東京晴海の予測潮位）

４．砂付け試験４．砂付け試験

勾配約1:11

勾配約1:17

35

岸側 沖側

30cm程度
地盤が低下

② 置き砂の形状把握

36

H21年6月12日（施工前） H21年7月7日（施工直後）
撮影時潮位A.P.+0.3m程度

H21年7月22日（施工後約半月）
撮影時潮位A.P.+0.04m程度

H21年9月4日（施工後2ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.5m程度

H21年10月14日（施工後3ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.6m程度

H22年9月9日（施工後1年2ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.3m程度

1丁目側の汀
線部がやや
膨らんでいる。

塩浜1丁目側

2丁目側

置き砂が沖側
に移動した。

H22年4月15日（施工後9ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.09m程度

H23年3月9日（施工後1年8ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.3m程度

H22年3月～4月の期間に土砂移動による地形変化がみられた。高波浪が置き砂
に作用して後浜部の土砂が置き砂方向へ移動したと推察される。

H23年5月2日（施工後1年10ヵ月）
撮影時潮位A.P.+0.2m程度
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③ 置き砂の底質粒度の変化

37

置き砂のり先のシ

ルト分がやや少なく

なり、後浜部の粒

度組成と類似した

組成となった。

⇒陸側から土砂が

移動してきたことを

示している。

後浜部
2.0m

11.7m

13.5m

砂付け試験における
底質採取位置図

汀線部 置き砂のり先

施工2ヵ月後（H21.9）～1年10ヵ月後（H23.4）の粒度組成変化

現地盤

の底質 置き砂が移動
してきた

シルト分が減少
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砂つけ試験箇所の生物生息状況

38

（１）置き砂箇所－平均潮位付近のコメツキガニ、ゴカイ類の加入状況

コメツキガニは、置き砂のA.P.+0.7～1.1m
程度の地盤高で観察された。

追加距離２～９mの置き砂の範囲で
コメツキガニが確認された。
(50cm四方コドラート内に2～10個体)

コメツキガニ

（甲幅10mm程度）

※H21年9月(施工2ヵ月後)の甲幅は
0.5mm程度であった。

H23年5月2日撮影

H23年5月2日撮影

H23年5月2日撮影

コメツキガニは、置き砂のA.P.±0～+0.7m
程度の地盤高で観察された。

採泥器で土砂を採取して確
認されたゴカイ類

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ

ゴカイ類

追加距離８～16ｍ
の置き砂の範囲で
ゴカイ類の糞塊が

多数確認された。
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39

（２）置き砂箇所－低潮帯付近の二枚貝類の加入状況

前回：H23年1月25日(施工1年6ヵ月後)

殻長5～15mmのｱｻﾘ、

ｼｵﾌｷｶﾞｲ、ｵｵﾉｶﾞｲの幼

貝が確認された。ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ

ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ

ｱｻﾘの幼貝ｱｻﾘの幼貝

ｼｵﾌｷｶﾞｲｼｵﾌｷｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲｵｵﾉｶﾞｲ

今回：H23年4月25日(施工1年9ヵ月後)

3ヵ月
経過

ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ

ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ

アサリアサリ

ｼｵﾌｷｶﾞｲｼｵﾌｷｶﾞｲ

ｵｵﾉｶﾞｲｵｵﾉｶﾞｲ

殻長8～18mmのｱｻﾘ、ｼ

ｵﾌｷｶﾞｲ、ｵｵﾉｶﾞｲ、ﾋﾒｼﾗﾄ

ﾘｶﾞｲが確認され、前回観

察より殻長がやや大きく

なっていた。
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砂つけ試験箇所の生物生息状況

二枚貝は、置き砂のA.P.±0～+0.9m程度
の地盤高で観察された。

置き砂で確認された生物 流出防止工に付着、利用する生物

（３）砂つけ試験区におけるその他生物の生息状況

40

ヤドカリ類

ケフサイソガニ

イボニシ

チチブ属

砂つけ試験箇所の生物生息状況

マガキ

アオサ属

シロボヤ

ケフサイソガニケフサイソガニ


